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湖に近いサイト A では魚の利用割合が高く、湖から離れたサイト B および C では低い。
比較的乾燥したサイト A ではマメ類を除く農作物の利用割合が低く、対して比較的湿潤で
あるサイト Bおよび C では、マメ類を除く農作物は近隣の市場での販売を目的とした栽培
も盛んであり、利用割合が高い。人口が少なく利用可能な叢林の多いサイト B では採集物











Grasping dietary habit is needed in the present, when the globalization has 
spread broadly into African rural community. The study aims to understanding the 
dietary habit in rural Tonga community near Lake Kariba, Southern Province, Zambia. 
Dietary research was conducted at three sites with difference in elevation mainly from 
May 2009 to May 2010, and additionally from Oct. to Nov. 2013. The data has been 
analyzed on the basis on appearance frequency of each food and food group especially 
focusing on main material of side dish. The results are following through analysis on 
contribution of each food to dietary habit with regard for seasonality and locality. 
Frequency of meal with fish is high in Site A near the lake, while low in Site B 
and C distant from the lake. Frequency of meal with vegetable without legume is low in 
comparatively dry Site A, whereas high in comparatively humid Site B and C where 
vegetable without legume is actively cultivated to sell to neighboring market. 
Frequency of meal with gathered plant is high in Site B where is thinly populated and 
retains shrub land; people can utilize gathered plants through a whole year. Meanwhile 
its frequency peaks in Site A and C during only rainy season when harvest of vegetable 
decreases and edible plants grow mainly. That is, contribution by each food to dietary 
habit changes depending on sites and seasons. 
 
































 調査地は南部州に位置し、その内サイト Aおよび B はシナゾングウェ県に、サイト Cは
チョマ県に属する（図１）。半乾燥熱帯に分類されるザンビア南部州の平均降水量は約 600
―900 mmである（Yatagai 2011）。調査地の雨季はおおよそ 11月から 4月までで、残り
の期間は乾季である。 
 調査地域の地形は、サイト A の位置する低平坦地、サイト C の位置する高平坦地、その
間にあるサイト B の位置する中傾斜地に分けられる。標高はカリバ湖に近接するサイト A
が最も低くおよそ 500 メートルであり、中傾斜地であるサイト B がおよそ 900 メートル、


























に村が設立された（Ishimoto and Miyazaki 2012）。 








写真 3：サイト Cの景観 
 













ム建設以前には空白地であったサイト B の人口密度が最も低い。サイト Aでは耕地利用密





る。地域内では、サイト A からもっとも近い市場はシナゼゼの町にある。サイト Aの人び
とが自ら生産または獲得した産物を販売する場合、シナゼゼに持ち込むか、近隣では比較
的多く人の集まる学校や商店付近などに持ち寄る。また、日用品はシナゼゼや近隣の商店






































食事調査は、サイト Aで 21世帯、サイト Bで 13世帯、サイト Cで 8世帯を対象に、基











 この調査結果を集計したところ、調査全体で記録された食事の総回数は 15665 回となっ
た。各サイト、各食事別の月ごとの食事回数の内訳は表 1 のとおりである。表 1 では、朝










ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 
 
3. 結果 1：食品分類ごとの集計 
 調査地域における食生活の全体像を理解するため、12721 件のシマの副食の主材料を食
品分類ごとに集計し、分析した。表 2に、全 66食品を登場回数の多い順に列挙し、食品分
類番号を示した。分類番号 1 は動物性食品、分類番号 2 は魚類、分類番号 3 はマメ類、分






 表 2：調査世帯の食品一覧 
 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 
 
 食品分類ごとの品目数と登場回数は、動物性食品が 15 品目で 1139 回登場、魚類が 4 品
















図 2： サイト別調査世帯の動物性食品の消費頻度 







 ほとんど差異のないサイト Aおよび Bにくらべ、サイト Cでの利用頻度が高くなってい
る。各サイトとも通年での利用がみられるが、農作物全体の端境期にあたる雨季の中ごろ








図 3： サイト別調査世帯の魚類の消費頻度 







 サイト別では、漁業がおこなわれているカリバ湖に近いサイト A での利用頻度が突出し
















図 4： サイト別調査世帯のマメ類の消費頻度 








さらに、調査票による調査期間中（2009, 5～2010, 5）、サイト Aおよび Bの一部の世帯
に配布されていた援助物資であるレンズマメも含まれているが、食材ごとの利用に関する
補足調査の期間中（2013, 10～11）には、すでに援助が停止していた。また同時期に、サイ













図 5： サイト別調査世帯のマメ類を除く農作物の消費頻度。 



















図 6： サイト別調査世帯の採集物の消費頻度。 






















4. 結果 2：食品ごとの集計 
4-1. 20％以上 50％未満 
セイヨウアブラナ (leepu) 
 
図 7： サイト別調査世帯のセイヨウアブラナの消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 
 セイヨウアブラナは総食事回数 15665 件中 2590 回登場しており、もっとも利用頻度の














図 8： サイト別調査世帯のオクラの消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 
オクラの登場回数は 1928 回と、全食品中第 2 位であった。サイト A では換金作物とし
て乾季中の栽培が積極的におこなわれるため、年間を通して他サイトよりも量が多い。特
に雨季のただ中である 2月に減少し、乾季のはじまりの 4月 5月ごろにピークをむかえる。
Miyazaki et al.（2013）の作成した農事暦によると、サイト Aでは年に 2回オクラの栽培
がおこなわれており、2度の収穫期から最も遠い2月の消費量が低くなることが推察される。












カボチャの葉 (bbobola/ chibwabwa) 
 
図 9： サイト別調査世帯のカボチャの葉の消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 
 カボチャの葉の登場回数は 1597 回であった。首都のスーパーマーケットでも扱われる、
ザンビアではひろく一般的な食材でもある。全サイトでほぼ同じような推移をみせ、雨季
中に利用されることがわかる。ガボチャが主に雨季に栽培されるためだと考えられる。サ














図 10： サイト別調査世帯のカペンタの消費頻度 


















図 11： サイト別調査世帯のマメの消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 
 マメ類のうち、トンガ語で zilemba、英語で beanと分類されるものの登場回数は 864回
であった。地域別登場頻度ではサイト A で低く、サイト Cでは他サイトよりも特に高い。
全サイトで乾季の登場が中心である。次節冒頭の魚よりも登場回数は少ないが、サイト C
への偏りのためにグラフの最大値が大きくなり、順番が前後している。 











4-2. 10％以上 20％未満 
魚 (inswi) 
 
図 12： サイト別調査世帯の魚の消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 












キャベツ (kabezi)  
 
図 13： サイト別調査世帯のキャベツの消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 
 キャベツの登場回数は 859 回であった。野菜畑で栽培されており、各サイトとも通年で













ヤギ肉 (nyama yampongo)  
 
図 14： サイト別調査世帯のヤギ肉の消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 













鶏肉 (nkuku)  
 
図 15： サイト別調査世帯の鶏肉の消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 














デレレ (delele)  
 
図 16： サイト別調査世帯のデレレの消費頻度 







グラフをみると、サイト A では雨季中に高い割合で利用されており、サイト B では雨季
だけでなく、乾季にも低い割合ながら利用されている。サイト C でも雨季に利用されてい
るが、他サイトと比べると低い割合にとどまっている。また、オクラと比較すると、サイ







タマゴ (mazi/ mayi) 
 
図 17： サイト別調査世帯のタマゴの消費頻度 















図 18： サイト別調査世帯のムンデョリの消費頻度 


















ダイズたんぱく加工食品 (nyama soya)  
 
図 19： サイト別調査世帯のダイズたんぱく加工食品の消費頻度 













牛肉 (nyama yangombe)  
 
図 20： サイト別調査世帯の牛肉の消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 











ルサラ (lusala)  
 
図 21： サイト別調査世帯のルサラの消費頻度 






トよりも頻度が低くなっている。サイト Bおよび C ではほぼ通年での利用がみられるが、












図 22： サイト別調査世帯のボンドウェの消費頻度 


















図 23： サイト別調査世帯のキノコ類の消費頻度 













写真 33：直径 20㎝超のボワ・ンガンダ。  写真 34：別種のキノコ。 
29 
 
マメの葉(matu anyangu)  
 
図 24： サイト別調査世帯のマメの葉の消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 






















図 25： サイト別調査世帯のナスの消費頻度 






















ゴマ (bweengo)  
 
図 26： サイト別調査世帯のゴマの消費頻度 


















サツマイモの葉 (matu ajimbwali/ kalembula) 
 
図 27： サイト別調査世帯のサツマイモの葉の消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 
サツマイモの葉の登場回数は 21 回であった。サツマイモの栽培はサイト A および C で











チシュングワ (chisyuungwa)  
 
図 28： サイト別調査世帯のチシュングワの消費頻度 
ザンビア南部州での調査より（2009年 5月―2010年 5月）。 
 











ラッカセイ (ndongwe)  
 
図 29： サイト別調査世帯のラッカセイの消費頻度 















キャッサバの葉 (matu amwanja) 
 
図 30： サイト別調査世帯のキャッサバの葉の消費頻度 























図 31： サイト別調査世帯のシアチクエの消費頻度 

















トゥサーンクワ (tusaankwa)  
 
図 32： サイト別調査世帯のトゥサーンクワの消費頻度 




















図 33： サイト別調査世帯のニガナスの消費頻度 









トマト (Tomato)  
 
図 34： サイト別調査世帯のトマトの消費頻度 









 Colson（1959）は、1940 年代末、1950 年代初頭にザンビア南部州のトンガの人びとの
食生活に関して現地調査をおこなった。Colson（1959）の調査地域は、本稿の調査地域よ
りも北に位置し、高地トンガの住む地域である。Colson は各月を 4 週に分け、各週に利用
された食品を列挙した。本稿の食品利用との最も大きな相違点は、野菜利用がほとんどさ
れていない点である。本研究で利用割合の高かったセイヨウアブラナは記載がなく、オク




















別にみると、サイト Aおよび Bでは同じような傾向にあるが、サイト Cでは雨季に割合が
低くなり、サイト Aおよび Bに比べてやや割合が低い。 
 これまでの 3 つの食品分類を、たんぱく質を多く含む食品群としてまとめてみると、全
サイトでは 30％以上の割合を維持していることがわかる。サイト別では、サイト Aがもっ
とも高く、50％を上回る月が 3 度もある。これは、サイト A の高い魚類利用割合に押し上
げられたためであろう。 
 マメ類をのぞく農作物は、全体では雨季がもっとも割合が低く、乾季にもっとも高くな





図 35： 全副食品目の食品分類ごとの登場割合。 













合が高く、湖から離れたサイト Bおよび Cでは低い。比較的乾燥したサイト Aではマメ類
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